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3.2

貨
物
船
に
は
、
コ
ー
ド
の
2.3
の
規
定
に
適
合
す
る
適
当
な
サ
イ
ズ
の
イ
マ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ー
ツ
を
す
べ
て
の

乗
船
者
の
た
め
に
備
え
る
。
た
だ
し
、
第
九
章
第
一
規
則
に
定
義
す
る
ば
ら
積
み
貨
物
以
外
の
船
舶
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
イ
マ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ー
ツ
は
、
こ
れ
ら
を
不
必
要
で
あ
る
と
主
管
庁
が
認
め
る
温
暖
な
海
域
の

航
海
に
常
時
従
事
す
る
場
合
に
は
、
備
え
る
必
要
は
な
い
。

3.3

船
舶
が
イ
マ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ー
ツ
が
通
常
積
み
付
け
ら
れ
て
い
る
場
所
か
ら
離
れ
て
位
置
す
る
見
張
り
又
は

作
業
場
所
（
こ
の
章
の
第
三
十
一
規
則
1.4
に
従
つ
て
離
れ
た
場
所
に
積
み
付
け
ら
れ
る
救
命
用
の
端
艇
及
び
い

か
だ
を
含
む
。）を
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
場
所
で
通
常
見
張
り
又
は
作
業
を
行
う
者
の
数
の
追
加
の
イ
マ
ー

シ
ョ
ン
・
ス
ー
ツ
を
当
該
場
所
に
備
え
る
も
の
と
す
る
。

3.4

イ
マ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ー
ツ
は
、
迅
速
に
近
づ
き
得
る
場
所
に
備
え
る
も
の
と
し
、
そ
の
位
置
に
つ
い
て
明
確

な
表
示
を
す
る
。

3.5

こ
の
第
三
十
二
規
則
の
規
定
に
よ
つ
て
要
求
さ
れ
る
イ
マ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ー
ツ
は
、
こ
の
章
の
第
七
規
則
３

に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
十
一

第
三
章
第
三
十
五
規
則
４
の
次
に
５
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

５

訓
練
手
引
書
は
、
船
舶
内
の
作
業
言
語
で
記
載
す
る
。

九
十
二

第
三
章
第
三
十
七
規
則
の
次
に
Ｃ
部
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

Ｃ
部

代
替
的
な
設
計
及
び
配
置

第
三
十
八
規
則

代
替
的
な
設
計
及
び
配
置

１

目
的

こ
の
第
三
十
八
規
則
は
、
救
命
設
備
に
つ
い
て
の
代
替
的
な
設
計
及
び
配
置
に
関
す
る
方
法
を
定
め
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

２

総
則

2.1

救
命
設
備
は
、
代
替
的
な
設
計
及
び
配
置
が
関
係
要
件
の
意
図
を
満
た
し
、
並
び
に
こ
の
章
と
同
等
の
水
準

の
安
全
性
を
備
え
る
場
合
に
は
、
Ｂ
部
に
定
め
る
要
件
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2.2

代
替
的
な
設
計
及
び
配
置
が
Ｂ
部
に
定
め
る
要
件
を
逸
脱
す
る
場
合
に
は
、
当
該
設
計
及
び
配
置
の
工
学
的

解
析
、
評
価
及
び
承
認
は
、
こ
の
第
三
十
八
規
則
の
規
定
に
従
つ
て
実
施
す
る
。

３

工
学
的
解
析

工
学
的
解
析
は
、
国
際
海
事
機
関
が
作
成
す
る
指
針
に
基
づ
き
、
準
備
さ
れ
、
及
び
主
管
庁
に
提
出
さ
れ
る
も

の
と
し
、
少
な
く
と
も
次
に
掲
げ
る
要
素
を
含
む
。

.1

関
係
す
る
船
舶
の
種
類
及
び
関
係
す
る
救
命
設
備
の
決
定

.2

当
該
救
命
設
備
が
適
合
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
規
定
上
の
要
件
の
特
定

.3

提
案
さ
れ
た
代
替
的
な
設
計
が
規
定
上
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
な
い
理
由
の
特
定
。
こ
れ
は
、
他
の
認
定

さ
れ
た
工
学
上
又
は
産
業
上
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
補
足
さ
れ
る
。

.4

関
連
す
る
規
定
上
の
要
件
に
よ
つ
て
示
さ
れ
た
船
舶
及
び
救
命
設
備
に
つ
い
て
の
性
能
基
準
の
決
定

4.1

性
能
基
準
は
、
Ｂ
部
の
関
連
す
る
規
定
上
の
要
件
を
下
回
ら
な
い
水
準
の
安
全
性
を
定
め
る
。

4.2

性
能
基
準
は
、
数
値
化
さ
れ
た
、
か
つ
、
測
定
可
能
な
も
の
と
す
る
。

.5

代
替
的
な
設
計
及
び
配
置
の
詳
細
な
記
述
（
設
計
に
使
用
さ
れ
た
仮
定
及
び
提
案
さ
れ
る
操
作
上
の
制
限
又

は
条
件
の
一
覧
表
を
含
む
。）

.6

代
替
的
な
設
計
及
び
配
置
が
安
全
性
能
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
示
す
技
術
的
論
証

.7

提
案
に
関
連
す
る
潜
在
的
な
過
失
及
び
有
害
性
の
特
定
に
基
づ
く
危
険
性
の
評
価

４

代
替
的
な
設
計
及
び
配
置
の
評
価

4.1

３
の
規
定
に
よ
つ
て
要
求
さ
れ
る
工
学
的
解
析
は
、
国
際
海
事
機
関
が
作
成
す
る
指
針
を
考
慮
の
上
、
主
管

庁
に
よ
り
評
価
さ
れ
、
及
び
承
認
さ
れ
る
。

4.2

主
管
庁
が
承
認
し
た
書
類
の
写
し
で
あ
つ
て
、
代
替
的
な
設
計
及
び
配
置
が
こ
の
第
三
十
八
規
則
に
適
合
す

る
こ
と
を
示
す
も
の
は
、
船
内
に
備
え
置
く
も
の
と
す
る
。

５

情
報
の
交
換

主
管
庁
は
、
承
認
し
た
代
替
的
な
設
計
及
び
配
置
に
関
連
す
る
適
切
な
情
報
を
国
際
海
事
機
関
に
通
報
し
、
同

機
関
は
、
す
べ
て
の
締
約
国
政
府
に
対
し
そ
の
通
報
を
回
章
に
付
す
る
。

６

条
件
の
変
更
に
よ
る
再
評
価

代
替
的
な
設
計
及
び
配
置
に
定
め
る
仮
定
及
び
操
作
上
の
制
限
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
工
学
的
解
析
は
、

変
更
さ
れ
た
条
件
の
下
で
実
施
さ
れ
、
主
管
庁
が
承
認
す
る
。

九
十
三

第
四
章
第
四
規
則
の
次
に
第
四
e

一
規
則
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
効
力
発

生
）

第
四
e

一
規
則

Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
衛
星
プ
ロ
バ
イ
ダ

海
上
安
全
委
員
会
は
、
こ
の
章
の
規
定
に
基
づ
き
、
海
上
に
お
け
る
遭
難
及
び
安
全
の
世
界
的
な
制
度
（
Ｇ
Ｍ
Ｄ

Ｓ
Ｓ
）
に
お
け
る
移
動
通
信
衛
星
業
務
の
規
定
を
評
価
し
、
承
認
し
、
見
直
し
、
及
び
監
督
す
る
た
め
の
基
準
、
手

続
及
び
措
置
に
つ
い
て
決
定
す
る
。

九
十
四

第
四
章
第
七
規
則
１
中
、
.3
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。（
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
効
力
発
生
）

.3

次
の
要
件
を
満
た
す
九
ギ
ガ
ヘ
ル
ツ
又
は
Ａ
Ｉ
Ｓ
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
周
波
数
で
運
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
捜
索
救
助
位
置
表
示
装
置

九
十
五

第
四
章
第
七
規
則
１
中
、
.6.1
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

.6.1

四
百
六
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
の
周
波
数
帯
で
運
用
す
る
極
軌
道
衛
星
業
務
に
よ
つ
て
遭
難
警
報
を
送
信
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。

九
十
六

第
四
章
第
九
規
則
１
中
、
.3.3
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

.3.3

船
舶
地
球
局
に
よ
る
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
静
止
衛
星
業
務

九
十
七

第
四
章
第
十
規
則
１
中
、
.4.3
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

.4.3

追
加
の
船
舶
地
球
局
に
よ
る
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
静
止
衛
星
業
務

九
十
八

第
四
章
第
十
規
則
２
中
、
.3.2
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

.3.2

船
舶
地
球
局
及
び
次
の
い
ず
れ
か
の
も
の
に
よ
る
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
静
止
衛
星
業
務

九
十
九

第
四
章
第
十
五
規
則
９
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。（
平
成
十
八
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

９

衛
星
系
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｂ
は
、

.1

運
用
上
の
効
率
の
す
べ
て
の
側
面
に
関
し
、
運
用
上
の
周
波
数
の
発
射
、
分
類
及
び
登
録
を
審
査
す
る
こ
と

に
特
に
重
点
を
置
い
て
、
次
に
掲
げ
る
間
隔
で
毎
年
試
験
を
す
る
も
の
と
す
る
。

.1

旅
客
船
に
つ
い
て
は
、
旅
客
船
安
全
証
書
の
満
了
の
日
前
三
箇
月
以
内

.2

貨
物
船
に
つ
い
て
は
、
貨
物
船
安
全
無
線
証
書
の
満
了
の
日
前
三
箇
月
以
内
又
は
検
査
基
準
日
の
前
後
三

箇
月
以
内

試
験
は
、
船
舶
内
又
は
承
認
さ
れ
た
試
験
場
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

.2

承
認
さ
れ
た
陸
上
の
保
守
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
保
守
を
五
年
を
超
え
な
い
間
隔
で
受
け
る
も
の
と
す

る
。
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